














究に携わり， The Journal of Biological Chemistry誌に 10報の論文を一挙に発表されたことから，米国 DNAX分
子細胞生物学研究所を設立して，種々のサイトカインやその受容体を発見されたことや，下記のようなバイオベン
チャーについて説明された.ご講演の最後には，新井先生のご親友である，本年度のノーベル生理学医学賞を受賞
























































バイオベンチャー .科学とビジネスの最前線 オーダーメイドの解析と医療 (45) 
欧米とアジアの展開とどのように連携するのかが極めて重要である.
日本における新たなチャレンジ
このような状況下で， 日本は，従来の改良に限らず，新しい概念を提示し実現する仕組みを作る必要がある 具
体的には，①キャリアパスの複線化.~個人の選択を許容する新幹線方式， ③リーダーは自由な選択を許容し，邪
魔しないこと，④若手と女性が活躍できる環境，世界から人が集まる環境を作ることが肝要で、ある.また，都市と
地域コミュニティーの連携による研究開発・産業・医療システムを構築すること，即ち，都市では，創薬・細胞治
療・再生医療の発見・開発や，アジア・欧米などの海外と連携し地域では，ゲノム情報. ITセンター，ロボッ
ト技術を活用した医療システムの構築 ・検証することが必要となるであろう.
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